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GRAMS Meeting Australia 開催報告 
 

2024 年 5 月 30 日 

一般社団法人近畿化学協会 フロー・マイクロ合成研究会 

常任幹事 秋山敏彦（住友化学） 
 
2024 年 5 月 23 日から 24 日にかけての 2 日間、フロー・マイクロ合成研究会（GRAMS）、オーストラ

リアのメルボルン大学（UoM）、Commonwealth Scientific and Industrial Research Organization (CSIRO)によ

る GRAMS Meeting Australia が開催された。 
1 日目の午後は GRAMS メンバーが CSIRO (in Clayton) を訪問し、研究施設を見学した。2 日目は

UoM の Bio21 Institute で、Symposium on Flow Chemistry, Automation and Microreactor Synthesis が開催され

た。日本側（GRAMS）からは口頭で 5 題、ポスターで 3 題の発表があり、オーストラリア側（UoM, 
CSIRO, Boron Molecular）からも口頭で 5 題の発表があった。発表後の質疑応答やポスターセッションで

のディスカッションはもちろん、ランチブレイク中にも多くの交流が行われ、フロー合成分野における

盛り上がりや日豪両国の交流を感じさせる盛会なシンポジウムとなった。 
以下、概要を記載する。 

 
CSIRO Site Visit (Clayton) 

 日時： 2024 年 5 月 23 日（木） 13 時～16 時 

 場所： CSIRO (Clayton, Research Way, Clayton, 3168, VIC, Australia) 

 

Symposium on Flow Chemistry, Automation and Microreactor Synthesis (Bio21 Institute) 

 日時： 2024 年 5 月 24 日（金） 9 時～16 時 30 分（Symposium） 

 場所： Bio 21 Institute (30 Flemington Rd, Parkville Victoria 3052, Australia) 

 参加人数：56 名（オーストラリア側 45 名、GRAMS 側 11 名） 

 

シンポジウムの開催背景と概要 

フロー・マイクロ合成研究会（GRAMS ）は、「合成化学の新しい分野の創出と、化学産業・製薬産

業などの革新を目指す」という理念のもと、これまで活動してきた。主に日本国内のアカデミアや産業

界での研究や技術開発事例の紹介を中心に活動してきたが、会員からは海外のフロー合成や自動合成に

関する情報収集への要望も多く寄せられている。そのため、海外の研究者を積極的に招聘し、講演会を

実施している。2023 年 8 月に開催された第 99 回研究会（第 37 回公開講演会）では、オーストラリ

ア・メルボルン大学の Assoc. Prof. Anastasios (Tash) Polyzos 氏を招聘し、講演いただいた。その後、

Tash 氏から GRAMS Meeting Australia の開催提案を受け、本研究会の幹事内で議論を重ねた結果、オー

ストラリアとの国際交流が本会の今後の発展に向けて貴重な機会となると考え、開催に至った。 

＜Organizer＞ 

Australia 側： Anastasios (Tash) Polyzos (代表、The University of Melbourne),  

Mika Shimoda (企画・調整・交渉担当、The University of Melbourne) 

GRAMS 側： 深瀬浩一（代表（団長）、大阪大学） 

臼谷弘次（企画・調整・交渉担当、住友ファーマ） 
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当日のプログラム（講演タイトルおよび演者情報） 
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CSIRO 訪問時の様子（写真） 
IAN WARK LABORATORY 入口(CSIRO) 

 

 
レーザー方式 3D プリンターConcept Laser M2 Cusing      3D プリンターで作製されたサンプル 
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シンポジウムの様子（写真） 
Prof. Spencer Williams（Associate Dean, Enterprise and Industry）による Opening Remarks 

 
 

深瀬教授（代表幹事）による Closing Remarks（右：Tash 氏） 
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ポスターセッションの様子（写真） 

 

 

 

シンポジウム終了後の集合写真 
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GRAMS の今後の活動 

GRAMS と UoM 間での相互交流は今後も継続して実施されることに幹事間で合意しているが、次回

の Joint Symposium の開催日時および場所については、今後両者間での協議を経て決定される予定であ

る。 

なお、2024 年度の通常の研究会については、以下の通り。 

・第 104 回研究会（第 38 回公開講演会）を 7 月 30 日（火） 

・第 105 回研究会を 11 月 15 日（金） 

いずれも大阪科学技術センター（大阪市西区靱本町 1-8-4）で開催予定。 

・第 106 回研究会（研修、セミナー方式予定）を 2025 年 1 月 10 日（金）から 1 月 11 日（土）にかけ

て実施予定（北陸地方での開催に向けて準備中）。 

詳細はフロー・マイクロ合成研究会の HP（ http://flowmicro.com/index.html ）を参照されたい。 

 

以上 

http://flowmicro.com/index.html

